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情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
が
選
ぶ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ

The serialization title

　

お
互
い
が
干
渉
す
る
こ
と
な
く
同
時

に
通
信
で
き
る
チ
ャ
ネ
ル
は
、
実
質
的

に
は
「
1
」「
6
」「
11
」
の
３
つ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
近
隣
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら

漏
れ
て
く
る
電
波
に
加
え
、
自
社
内
で

無
計
画
に
設
置
し
た
Ａ
Ｐ
同
士
が
同
じ

チ
ャ
ネ
ル
を
取
り
合
う
こ
と
で
、
電
波

の
空
中
衝
突
が
発
生
し
ま
す
。

　

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
は
「
誰
か
が
話
し
て
い

る
間
は
、
他
の
人
は
黙
っ
て
待
つ
」
と

い
っ
た
仕
組
み
の
Ｃ
Ｓ
Ｍ
Ａ
／
Ｃ
Ａ
方

式
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
干
渉
が
増

え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
通
信
待
ち
の
時

間
（
レ
イ
テ
ン
シ
）
が
増
大
し
、
実
効

速
度
が
低
下
し
ま
す
。

●
隠
れ
端
末
問
題

こ
れ
も
日
本
の
オ
フ
ィ
ス
環
境
特
有

の
課
題
で
す
。
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
壁

で
仕
切
ら
れ
る
と
、
端
末
Ａ
と
端
末
Ｂ

が
お
互
い
の
電
波
を
検
知
で
き
な
い
位

置
関
係
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
態
で
両
者
が
同
時
に
Ａ
Ｐ
へ

デ
ー
タ
を
送
信
す
る
と
、
Ａ
Ｐ
側
で
デ

ー
タ
が
衝
突
（
コ
リ
ジ
ョ
ン
）
し
て
通

信
エ
ラ
ー
と
な
り
、
再
送
処
理
が
頻
発

す
る
こ
と
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
）
を
増
や
す
こ
と
」
で

す
。
多
く
の
ケ
ー
ス
で
、
量
販
店
で
数

千
円
か
ら
数
万
円
の
ル
ー
タ
ー
を
購
入

し
、
電
波
が
弱
い
と
さ
れ
る
エ
リ
ア
に

追
加
設
置
し
ま
す
。

　

一
見
、
理
に
か
な
っ
た
対
策
の
よ
う

に
思
え
ま
す
が
、
実
は
、
こ
れ
が
状
況

を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
最
大
の
要
因
と

な
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
無
計
画
な

Ａ
Ｐ
増
設
は
深
刻
な
「
電
波
干
渉
」
を

引
き
起
こ
し
、
通
信
品
質
を
著
し
く
低

下
さ
せ
ま
す
。

　

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
通
信
に
お
い
て
、
特
に

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
2.4
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯

は
、
利
用
で
き
る
周
波
数
帯
域
（
チ
ャ

ネ
ル
）
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
通
信
が

不
安
定
な
本
当
の
原
因

●
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
通
信
速
度
が
遅
い
…

こ
の
苦
情
を
受
け
た
際
に
、
担
当
者

が
最
初
に
行
う
対
策
が
「
Ａ
Ｐ
（
ア
ク

　Web 会議中のフリーズ、電波が届かない座席など、
弊社が X（旧 Twitter）で実施したアンケート（図 1）に
よると、55.9％が「通信速度が遅い・不安定」を最大
の課題に挙げており、その背景には業務に適さない家
庭用機器の流用、設計なき AP（アクセスポイント）増
設があります。本稿で、不安定の根本原因を明らかにし、
エンタープライズ無線 LAN への移行による、速度・セ
キュリティ双方の向上について実践的に解説します。

第 3回

社
内
「
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
」
を
刷
新
す
る
と
き
が
来
た

Q. 社内無線LANで
最も困っている課題は？

通信速度が遅い
不安定
55.9%

設定・運用が複雑 17.6%

接続台数の管理が
難しい
11.8%

セキュリティが
不安 14.7%

図1　アンケート結果（回答数68票）
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5
以
前
）
は
、
荷
物
（
デ
ー
タ
）
を
運

ぶ
際
、
ト
ラ
ッ
ク
（
通
信
フ
レ
ー
ム
）

の
荷
台
が
空
い
て
い
て
も
必
ず
1
台
で

配
送
す
る
よ
う
な
非
効
率
な
通
信
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
小
さ
な
デ

ー
タ
を
送
る
だ
け
で
も
帯
域
全
体
を
占

有
し
て
し
ま
い
、
順
番
待
ち
が
発
生
し

て
い
た
の
で
す
。

　

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
6
の
Ｏ
Ｆ
Ｄ
Ｍ
Ａ
は
、

1
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
複
数
の
宛
先
の
荷

物
を
「
相
乗
り
」
さ
せ
る
技
術
で
す
。

　

1
回
の
通
信
フ
レ
ー
ム
を
細
か
く
分

割
し
、
最
大
74
ユ
ー
ザ
ー
分
の
デ
ー
タ

を
同
時
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
多
数
の
デ
バ
イ
ス
が

同
時
に
通
信
し
て
も
待
ち
時
間
（
レ
イ

テ
ン
シ
）
が
劇
的
に
減
少
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
の
遅
延
な
ど
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

②
Ｍマ
ル
チ
ユ
ー
ザ
ー
・
マ
イ
モ

Ｕ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
進
化

　

こ
れ
は
、
Ａ
Ｐ
が
複
数
の
ア
ン
テ
ナ

を
使
っ
て
、
複
数
の
端
末
と
同
時
に
デ

ー
タ
の
送
受
信
を
行
う
技
術
で
す
。

　

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
5
で
も
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
方
向
の
み
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
6
で
は
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
方

向
に
も
対
応
し
ま
し
た
。

な
ど
）
を
接
続
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
30
人
の
従
業
員
が
い
れ
ば

接
続
デ
バ
イ
ス
数
は
容
易
に
50
台
を
超

え
ま
す
。
こ
の
規
模
の
接
続
を
家
庭
用

ル
ー
タ
ー
1
台
で
処
理
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
処
理
能
力
の
限
界
を
超
え
て
し
ま

い
、
フ
リ
ー
ズ
や
再
起
動
を
繰
り
返
す

の
は
当
然
の
結
果
と
い
え
ま
す
。

「
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
6
」
の

革
新
的
な
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

こ
う
し
た
「
混
雑
さ
」「
不
安
定
さ
」

を
技
術
的
に
解
決
す
る
た
め
に
登
場
し

た
の
が
、
最
新
規
格
の
「
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

6
（IEEE802.11ax

）」
で
す
。
こ
れ
は

単
に
最
高
速
度
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で

は
な
く
、
多
数
の
デ
バ
イ
ス
が
同
時
接

続
し
て
も
遅
く
な
ら
な
い
こ
と
を
主
眼

に
開
発
さ
れ
た
規
格
で
す
。

　
「H

igh Efficiency W
ireless

（
高
効

率
無
線
）」
と
も
呼
ば
れ
る
革
新
性
は

次
の
３
つ
の
技
術
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

①�

Ｏ
Ｆ
Ｄ
Ｍ
Ａ
（
直
交
周
波
数
分
割

　

多
元
接
続
）
技
術

　

従
来
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
（
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

コ
ー
ド
レ
ス
電
話
な
ど
は
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ

ｉ
と
同
じ
2.4
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
を
使
用
す
る
た

め
、
こ
れ
ら
が
稼
働
す
る
た
び
に
通
信

が
断
続
的
に
途
切
れ
る
原
因
と
な
り
ま

す
。
よ
く
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
「
つ
な
が

り
に
く
い
」
と
い
う
現
象
が
起
き
る
の

は
、
電
子
レ
ン
ジ
の
使
用
と
無
関
係
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
廉
価
な
機
器
を
使
用
し
て
い
る

　

し
か
し
、
根
本
的
な
原
因
の
多
く
は

中
小
企
業
が
「
家
庭
用
ル
ー
タ
ー
」
や

廉
価
な
「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
向
け
機
器
」
を
、

そ
の
ま
ま
オ
フ
ィ
ス
の
基
幹
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
家
庭
用
ル
ー
タ
ー
と
業
務
用
（
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
）
Ａ
Ｐ
は
、
外
見
こ

そ
似
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
設
計
思

想
は
全
く
異
な
り
ま
す
（
図
2
）。

　

家
庭
用
ル
ー
タ
ー
は
、
家
族
数
人
が

動
画
を
見
た
り
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
を

し
た
り
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
設
計
さ

れ
て
お
り
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
性
能
や
メ
モ
リ
容

量
も
そ
れ
に
見
合
っ
た
も
の
で
す
。

 

一
方
、
現
代
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
一

人
の
従
業
員
が
複
数
の
デ
バ
イ
ス
（
Ｐ

Ｃ
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
劇
的
に
低
下
す
る

現
象
で
す
。
Ａ
Ｐ
を
増
や
せ
ば
増
や
す

ほ
ど
、
こ
の
「
隠
れ
端
末
問
題
」
が
発

生
す
る
確
率
は
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
オ
フ
ィ
ス
内
に
は
Ｗ
ｉ
‐

Ｆ
ｉ
以
外
の
干
渉
源
も
多
数
存
在
し
ま

す
。
電
子
レ
ン
ジ
、Bluetooth

機
器
、

■ 家庭用ルーター
・�想定接続台数：5〜10台程度�
（家族利用を想定）

・�アンテナ：全方向に均等に電波
を飛ばします（無指向性）

・�ローミング：端末任せ（移動す
ると切れることが多い）

・�設計思想：動画視聴など下り通
信中心の「ベストエフォート」

■ 業務用ＡＰ
・�想定接続台数：30〜100台以上�
（高密度環境に対応）

・�アンテナ：端末の位置を狙って電波
を届けます（ビームフォーミング）

・�ローミング：ＡＰ側が主導してスム
ーズに切り替えます

・�設計思想：多数同時接続時の公平性
（エアタイムフェアネス）

図2　家庭用ルーターと業務用APの違い
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て
こ
の
偽
Ａ
Ｐ
に
接
続
し
て
し
ま
う

と
、
通
信
内
容
を
す
べ
て
盗
聴
さ
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
偽
の
ロ
グ
イ
ン
画
面

へ
誘
導
さ
れ
て
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を

搾
取
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
社
内
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
内
に
許
可
さ
れ
て
い
な
い
Ａ
Ｐ
が

存
在
し
な
い
か
を
常
時
監
視
し
、
検
知
・

遮
断
す
る
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
（
無
線
侵
入
防
止

シ
ス
テ
ム
）
の
導
入
が
有
効
で
す
。

②
パ
ス
ワ
ー
ド
の
共
有
運
用

　

多
く
の
中
小
企
業
で
は
、
家
庭
用
と

同
様
の
「W

PA
2-Personal

（PSK

）」

方
式
を
採
用
し
、
全
社
員
が
同
じ
パ
ス

ワ
ー
ド
（
事
前
共
有
鍵
）
を
使
い
回
し

て
い
ま
す
。
こ
の
運
用
で
は
、
退
職
者

が
出
る
た
び
に
全
端
末
の
パ
ス
ワ
ー
ド

を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
実
務
上

Ｎ
Ｇ
と
断
言
で
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
退
職
者
が
オ
フ
ィ
ス
の
近

く
か
ら
社
内
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
に
接
続
で
き

て
し
ま
う
、
あ
る
い
は
パ
ス
ワ
ー
ド
を

知
る
部
外
者
が
容
易
に
侵
入
で
き
る
と

い
う
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ホ
ー
ル
が
放
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
解
決
す
る
の
が
「W

PA
2/

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
特
有
の
脅
威
と
は

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
は
、
有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に

は
な
い
特
有
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
そ
れ

は
「
電
波
が
建
物
の
外
ま
で
漏
れ
出

る
」
と
い
う
物
理
的
な
特
性
で
す
。
攻

撃
者
は
オ
フ
ィ
ス
の
外
の
駐
車
場
や
隣

の
ビ
ル
か
ら
、
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

の
侵
入
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
約
15
％
が
「
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
が
不
安
」
と
回
答
し
て
い
ま

す
が
、
実
際
の
脅
威
は
そ
の
不
安
以
上

に
深
刻
で
す
。
こ
こ
で
は
、
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
特
有
の
３
つ
の
主
要
な
脅
威
と
対
策

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

①�

不
正
Ａ
Ｐ
（Evil Tw

in

：
悪
魔
の

　

双
子
）
の
脅
威

　

こ
れ
は
、
悪
意
あ
る
攻
撃
者
が
正
規

の
社
内
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
と
同
じ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
名
）
を
設
定
し
た
「
偽

Ａ
Ｐ
」
を
設
置
す
る
手
口
で
す
。

　

Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
過
去

に
接
続
し
た
こ
と
の
あ
る
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
を

見
つ
け
る
と
自
動
的
に
接
続
す
る
性
質

が
あ
り
ま
す
。
従
業
員
の
端
末
が
誤
っ

　

さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
9
月
に
日
本

国
内
で
も
解
禁
さ
れ
た
「
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ

６
Ｅ
」
登
場
の
影
響
も
大
き
く
、
こ
れ

は
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
6
の
機
能
を
そ
の
ま

ま
に
、
新
た
に
「
6
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
」
を
利

用
可
能
に
し
た
も
の
で
す
。

　

2.4
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
や
5
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
は
、
電

子
レ
ン
ジ
や
気
象
レ
ー
ダ
ー
、
近
隣
の

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
な
ど
多
く
の
電
波
で
溢
れ

か
え
っ
て
い
ま
す
。
対
し
て
6
Ｇ
Ｈ
ｚ

帯
は
、
現
時
点
で
は
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
専
用

の
広
大
な
帯
域
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
渋

滞
知
ら
ず
の
専
用
道
路
」
で
す
。
チ
ャ

ネ
ル
数
も
豊
富
で
、
干
渉
を
気
に
せ
ず

広
帯
域
（
１
６
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
幅
な
ど
）
を

利
用
で
き
る
た
め
、
圧
倒
的
な
高
速
通

信
と
低
遅
延
を
実
現
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
技
術
革
新
に
よ
り
、
Ｗ
ｉ

‐
Ｆ
ｉ
６
／
６
Ｅ
環
境
で
は
、
30
人
が

一
斉
に
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
に
参
加
し
て
も
映

像
が
固
ま
ら
ず
、
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
※
型
業
務

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
レ
ス
ポ
ン
ス
も

有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
並
み
に
安
定
し
ま
す
。

　
「
速
い
だ
け
で
は
な
く
混
雑
に
強
い
」

と
い
う
特
性
こ
そ
が
、
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
環
境
に
お
い
て
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
6
が

必
須
と
さ
れ
る
所
以
で
す
。

　

従
来
の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
が
「
1
対
1
」

の
通
信
を
高
速
に
切
り
替
え
て
い
た
の

に
対
し
て
、
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
6
は
真
の
意

味
で
の
「
同
時
通
信
」
を
実
現
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
容
量
デ
ー
タ

の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
や
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ

ー
ジ
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
時
で
も
、
他

の
ユ
ー
ザ
ー
の
通
信
を
阻
害
し
に
く
く

な
り
ま
し
た
。

③BSS C
oloring

に
よ
る

　

干
渉
制
御

　

BSS Coloring

は
、
特
に
Ａ
Ｐ
が
密

集
す
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
環
境
で
威
力
を

発
揮
し
ま
す
。
自
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
通

信
パ
ケ
ッ
ト
に
「
色
（Color

）」
と
い

う
識
別
子
を
付
け
る
こ
と
で
、
隣
接
す

る
Ａ
Ｐ
か
ら
の
電
波
（
異
な
る
色
）
を

検
知
し
て
も
、
そ
れ
が
一
定
の
干
渉
レ

ベ
ル
以
下
で
あ
れ
ば
「
無
視
」
し
て
通

信
を
継
続
す
る
技
術
で
す
。

　

従
来
は
、
隣
り
の
微
弱
な
電
波
を
検

知
し
た
だ
け
で
通
信
を
待
機
し
て
い
ま

し
た
が
、BSS Coloring

に
よ
り
、
物

理
的
に
混
雑
し
た
環
境
で
も
ス
ル
ー
プ

ッ
ト
（
実
効
速
度
）
が
低
下
し
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
。

※ �SaaS：インターネット経由でソフトウェアをクラウドサービスとして利用できる仕組み。
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自
動
更
新
や
リ
モ
ー
ト
か
ら
の
設
定
変

更
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

情
シ
ス
担
当
者
が
不
在
の
拠
点
や
在

宅
勤
務
中
の
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
お
い
て
も
、
ク
ラ
ウ
ド
管
理
画
面

か
ら
状
況
を
把
握
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

【
ま
と
め
】

　

昨
今
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
「
あ
れ
ば
便

利
」
な
設
備
で
は
な
く
、
業
務
継
続
に

不
可
欠
な
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
で
す
。

　

家
庭
用
機
器
に
よ
る
場
当
た
り
的
な

運
用
は
、
業
務
効
率
の
低
下
を
招
く
だ

け
で
は
な
く
、
情
報
漏
え
い
な
ど
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故
に
直
結
す
る
リ
ス
ク

を
孕
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
６
／
６
Ｅ
対
応
の
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
Ａ
Ｐ
へ
の
投
資
は
、
快

適
な
業
務
環
境
と
堅
牢
な
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
を
同
時
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
、
中
長
期
的
に
見
れ
ば
極
め
て
費
用

対
効
果
の
高
い
施
策
で
す
。
問
題
が
起

き
て
か
ら
対
処
す
る
の
で
は
な
く
、
正

し
い
知
識
と
設
計
に
基
づ
い
た
イ
ン
フ

ラ
刷
新
を
行
う
こ
と
が
、
企
業
の
競
争

力
を
支
え
る
土
台
と
な
り
ま
す
。

届
か
な
い
デ
ッ
ド
ス
ポ
ッ
ト
が
な
い

か
、
隣
接
す
る
オ
フ
ィ
ス
の
強
力
な
電

波
と
干
渉
し
て
い
な
い
か
を
確
認
し
、

最
適
な
設
置
場
所
を
選
定
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｐ
の
配
置
に
お
い
て
重
要
な
原
則

は
「
カ
バ
レ
ッ
ジ
」
の
重
複
で
す
。

　

隣
接
す
る
Ａ
Ｐ
同
士
の
通
信
範
囲

（
セ
ル
）
が
、
互
い
に
15
〜
20
％
程
度

重
な
る
よ
う
に
配
置
す
る
の
が
理
想
的

と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
重
複
エ
リ
ア
に
よ

っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
端
末
を
持
っ
て
歩

き
な
が
ら
移
動
し
た
際
、
接
続
先
の
Ａ

Ｐ
が
ス
ム
ー
ズ
に
切
り
替
わ
る
（
ロ
ー

ミ
ン
グ
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

重
複
が
少
な
す
ぎ
る
と
接
続
が
切
れ

る
原
因
と
な
り
、
逆
に
多
す
ぎ
る
と
干

渉
の
原
因
と
な
る
た
め
、
Ａ
Ｐ
の
送
信

出
力
を
調
整
し
て
適
切
な
オ
ー
バ
ー
ラ

ッ
プ
を
維
持
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

●
管
理
方
式
の
選
択

　

中
小
企
業
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経

由
で
一
元
管
理
で
き
る
「
ク
ラ
ウ
ド
管

理
型
」
の
Ａ
Ｐ
が
主
流
で
あ
り
、
現
地

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
サ
ー
バ
ー
を
設
置
す

る
必
要
が
な
い
た
め
導
入
コ
ス
ト
を
抑

え
ら
れ
る
ほ
か
、
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア
の

い
ま
す
。
仮
に
、
単
純
な
パ
ス
ワ
ー
ド

を
設
定
し
て
い
た
と
し
て
も
、
外
部
か

ら
解
析
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
大
幅
に
低
減

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

正
し
い
Ａ
Ｐ
設
計
の
要
点

●
電
波
調
査
と
カ
バ
レ
ッ
ジ

　

高
価
な
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
Ａ
Ｐ
を

購
入
し
て
も
、
そ
の
配
置
や
設
定
が
不

適
切
で
あ
れ
ば
、
本
来
の
性
能
を
発
揮

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
正
し
い
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
構
築
す
る
た
め
に

は
、
事
前
の
設
計
（
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

　

設
計
の
第
一
歩
は
「
サ
イ
ト
サ
ー
ベ

イ
（
電
波
調
査
）」
で
す
。

　

オ
フ
ィ
ス
の
図
面
上
だ
け
で
Ａ
Ｐ
の

台
数
を
計
算
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際

に
現
場
で
壁
の
材
質
や
厚
さ
、
ス
チ
ー

ル
棚
の
配
置
な
ど
を
確
認
し
て
電
波
の

飛
び
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
専
用
の
測
定
器
が
な
く
て

も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
無
料
ア
プ
リ

（W
i-Fi A

nalyzer

な
ど
）
を
使
え
ば

簡
易
的
な
測
定
は
可
能
で
す
。
電
波
が

W
PA

3-Enterprise

（802.1X

認
証
）」

で
あ
り
、
こ
れ
は
全
員
共
通
の
パ
ス
ワ

ー
ド
で
は
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー
ご
と
の
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
（
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｐ
認
証
）

や
、デ
バ
イ
ス
ご
と
の
「
電
子
証
明
書
」

（
Ｅ
Ａ
Ｐ
‐
Ｔ
Ｌ
Ｓ
認
証
）
を
用
い
て

認
証
を
行
う
方
式
で
す
。

　

特
に
Ｅ
Ａ
Ｐ
‐
Ｔ
Ｌ
Ｓ
は
、
会
社
が

発
行
し
た
証
明
書
を
持
つ
端
末
し
か
接

続
で
き
な
い
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強

度
が
極
め
て
高
く
、
パ
ス
ワ
ー
ド
漏
え

い
の
リ
ス
ク
が
な
い
う
え
に
、
従
業
員

が
許
可
な
く
持
ち
込
ん
だ
私
物
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
シ
ャ
ド
ー
Ｉ
Ｔ
）
の
接
続

も
物
理
的
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

退
職
時
に
は
、
そ
の
端
末
の
証
明
書

を
失
効
さ
せ
る
だ
け
で
よ
く
、
運
用
負

荷
も
低
く
て
す
み
ま
す
。

③
最
新
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
規
格

　
「
Ｗ
Ｐ
Ａ
３
」
へ
の
移
行
も
重
要

　

Ｗ
Ｐ
Ａ
３
で
は
、
新
し
い
鍵
交
換
方

式
「
Ｓ
Ａ
Ｅ
（Simultaneous Authentication 

of Equals

）」
が
採
用
さ
れ
、
従
来
の
Ｗ

Ｐ
Ａ
２
で
脆
弱
と
さ
れ
て
い
た
「
辞
書

攻
撃
」
や
「
オ
フ
ラ
イ
ン
総
当
た
り
攻

撃
」
へ
の
耐
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て


